
 

平成 20 年度福岡女子大学土曜公開講座 
 
 
 
 
 
 
 

日 程：平成２０年５月～平成２０年 1２月の月 1 回土曜日開催 

時 間：１３：３０～１５：００（受付は１３：００～） 

会 場：福岡女子大学 附属図書館 1 階 視聴覚室 

対 象：高校生以上 

受講料：３，０００円（全 8 回分）  

※高校生、本学学生は無料 

 
 

日程 テーマ 講師 

 ５月１７日 源氏物語と長恨歌 
田坂 憲二 

文学部教授 

 ６月１４日 漢詩の表現から和歌へ 
月野 文子 

文学部教授 

 ７月１２日 中国の文化と日本の文化 
張  艶 

文学部准教授 

 ８月 ２日 

中国と日本 

植民地期台湾における青年団 
宮崎聖子 

 文学部准教授 

 ９月１３日 エネルギーと環境問題 
馬  昌珍 

人間環境学部准教授 

１０月１１日 
暮らしを直撃する 
石油問題を考える 

草壁 克己 

人間環境学部教授 

１１月 １日 
植物が環境変化を 

感じるしくみ 
大坪 繭子 
人間環境学部助手 

１２月１３日 

地球と環境 

博多湾の海底の泥を 
調べてみて 

池田 宜弘 
人間環境学部教授 

 
申し込み・問い合わせ先 

福岡女子大学 女性生涯学習研究センター 

後 援  福岡県教育委員会、福岡市教育委員会 

 
✾申し込み方法等、詳細は裏面をご覧ください✾ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✾申し込み・問い合わせ先✾ 
福岡女子大学 女性生涯学習研究センター 

〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘 1-1-1 
TEL/FAX： 092-661-2728（直通） 
TEL： 092-661-2411/FAX： 092-661-2415（代表） 
E-mail： rcle@fwu.ac.jp     
URL：   http://www.fwu.ac.jp/rcle/ 

 

✾受講方法✾ 
■ハガキ、FAX、E-mai、電話にて、受講講座名・郵便

番号･住所･氏名･年齢･職業･電話番号を記入の上、下記

へお申し込みください。 

■申込者は全員受講できますので、受講票の発送はい

たしません。男女年齢問わず受講可能です。席に余裕

がある場合は、講座最終日まで申し込みを受け付けま

す。（途中からの参加も歓迎いたします。） 

■台風などの悪天候等で、講座の日時・講師が変更に

なる場合があります。詳細はセンターまでお問合せい

ただくか、ホームページをご覧下さい。 
※受講料は初回受講時に、受付で徴収させていただきます。 

 

申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、公開講座等の実施・運営、本センターからの公開講座等の

ご案内に使わせていただき、他の目的には使用いたしません。 
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（国道 495号線） 

東市民センター 

香住ヶ丘高校 

╂╂╂博多╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂香椎╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂╂ 
（JR） 

至北九州 （地下鉄） 

天神 中州川端 貝塚 

女子大前バス停 

西鉄香椎 

安川タクシー 

至福岡 

 

福岡空港 

福岡女子大学 

公共の交通機関をご利用ください。 

トヨタカローラ 

○JR香椎駅から徒歩約15分 
○西鉄香椎駅から徒歩約 12分 香椎花園駅から徒歩約 10分 
○西鉄バス「女子大前」下車（系統：21、21A、23、26、26A） 

源氏物語と長恨歌     田坂憲二 
私たちが読んでいる『源氏物語』は、一千年前に紫式部が書いたものそのものでしょうか。源氏千年紀にあたり、

『源氏物語』に引用された白楽天の『長恨歌』を切り口にして、『源氏物語』の異文や桐壺巻の作品構造を考えてみ

ます。 

漢詩の表現から和歌へ    月野文子 
漢詩と和歌の表現とは全く別個のものとして捉えられがちですが、日本人は常に歌の表現に行きづまると漢文学か

らヒントを得て新しい表現世界を獲得してきたのです。その工夫の跡をたどってみます。 

博多湾の海底の泥を調べてみて   池田宜弘 
博多湾は閉鎖性の内湾ですが、それだけでなく、とても水深が浅いという特徴があります。そのため、博多湾の環境

調査には海底の泥の調査も大切です。そこで、実際に泥を取って調査してみました。その結果は、・・・ 

植物が環境変化を感じるしくみ   大坪繭子 
植物は動物と異なり、移動することができません。そのため、寒さ・暑さ・乾燥などから逃げずに耐える能力を身に付

けてきました。植物が環境ストレスをどのように感知し、耐性能力を獲得しているかを紹介します。 

暮らしを直撃する石油問題を考える  草壁克己 
ガソリン価格の高騰、物価上昇、地球温暖化と多くの問題が押し寄せています。多くの問題のルーツを探すと「石

油」に行きつくようです。公開講座では石油の歴史、化学、将来についてお話をします。 

エネルギーと環境問題   馬昌珍 
現在、「エネルギー問題」と「環境問題」を同時に解決していくことが、世界的に求められている。本講座ではエネル

ギー利用に伴う環境問題やその影響について紹介すると共に、その対策について一緒に考えてみたい。 

植民地期台湾における青年団   宮崎聖子 
地域の青年団は、現在でも祭りや消防を担当しています。日本の青年団の歴史は古いものですが、実は台湾にも

存在していました。台湾が日本の植民地だった頃、台湾社会に導入されたものですが、それが人々の暮らしをどのよう

に変化させたのかご紹介します。 

中国の文化と日本の文化    張艶 
中国から日本に来て、近い両国の文化の違いに時々戸惑いを感じつつ、そのおもしろさも感じています。本講座で

は、中国人の視点から日本と中国の文化の違いを説明し、お互いの理解が深まることを期待します。 


